
ステップアップ

練習問題①

1 次の式を因数分解しなさい。
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(3) x y －5xy－6y
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練習問題②

1 次の連立方程式を解きなさい。

(1) 3x＋2y＝ 1

 {
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(2)

(3) (x －3) ＝10
2

x (x + 2) = 24

2 次の２次方程式を解きなさい。

(1) x2 ＝8x－12

(5) 2x 2 －5x ＋1＝0 x2 －4x－2 = 0

2x－ y＝10

3x＋4y＝ 2

 {2x－5y＝ 9

(2)

(4) (x ＋4) ＝6
2

(6)

x 2 ＋ax－3a＝0

3 次の問いに答えなさい。

(1) 直角三角形の３辺の長さが、a－2、a、a＋2であるとき、aの値を求めな
    さい。

(2) ２次方程式　　　　　　     の１つの解が２のとき、もう１つの解を
    求めなさい。
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練習問題③

1 次の連立方程式を解きなさい。

(1) 関数　　　　　において、x＝２のとき、y＝８である。x＝－３のとき、yの値を
　　求めなさい。

1

4-2-3

2 次の２次方程式を解きなさい。

2

3 次の問いに答えなさい。

(3) xの値が１から３まで増加するとき、２つの関数　　　　とy＝３xの変化の
　　割合が等しくなるようなaの値を求めなさい。

y = ax 2

(2) yはxの２乗に比例し、x＝２のとき、y＝16である。x＝－３のとき、yの値を求め
　　なさい。

(3) yはxに反比例し、x＝３のとき、y＝８である。x＝４のとき、yの値を求めなさい。

(1) 関数　　　　　において、xの変域が－４≦x≦３のとき、yの変域を求めなさい。y =     x 2

(2) 関数y＝－２x において、xの変域が－１≦x≦３のとき、yの変域はa≦y≦bである。

　　このとき、a、bの値を求めなさい。

(1) 関数y＝－２x について、xの値が１から３まで増加するときの、変化の割合を
　　求めなさい。

2

(2) 関数　　　　　において、xの値が－３から－１まで増加するときの変化の割合が

　　-12であった。このとき、aの値を求めなさい。
y = ax 2

y = ax 2

０≦y≦８
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練習問題④

1 次の問いに答えなさい。

(1) 縦、横の長さがそれぞれa、bの長方形を底面とし、高さがcの四角錘の体積をＶとす

　　ると、Ｖ＝　 abcが成り立つ。ことのき、Ｖ＝　 abcをcについて解きなさい。

4-2-4

(2) a＝３＋ ３、b＝１－ ３のとき、２a＋abの値を求めなさい。

(4) ４＜ ３a＜５をみたす正の整数aの値を全て求めなさい。

(5)  １７５n が自然数になるような自然数nのうち、最も小さいnの値を求めな
　　さい。

1

3

1
3

(6) 　　　が自然数となるような、最も小さい自然数nの値を求めなさい。

√ √

(3) a＝３ ２、b＝ ５のとき、(a＋b)(a－b)値を求めなさい。√ √

28n
3
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６
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練習問題⑤

1 次の問いに答えなさい。

(1) 図のような、底面が直角三角形（∠Ａ＝30°、∠Ｂ＝90°、ＡＢ＝３㎝）
　　で、高さが２㎝である三角柱の体積を求めなさい。

4-2-5

(2) 右の図は、１辺の長さが５㎝の正方形ＡＢＣＤである。点Ｅ、Ｆはそれぞ
　　れ辺ＡＢ、ＤＣ上にあり、ＥＦ//ＡＤである。また、点Ｇは辺ＡＤ上にあ
　　り、ＡＧ＝ＡＥである。台形ＡＥＦＧの面積が12㎝ のとき、線分ＡＥの
　　長さを求めなさい。

(3) 図のような、ＢＣ＝６㎝、ＣＡ＝８㎝、∠Ｃ＝90°の直角三角形がある。
　　２点Ｄ、Ｅはそれぞれ辺ＢＣ、ＣＡ上にあり、ＤＣ＝ＣＥである。△ＡＢＤ
　　の面積と△ＥＤＣの面積が等しいとき、線分ＤＣの長さを求めなさい。
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練習問題⑥

1 次の問いに答えなさい。

(1) 図のように、点Ｏを中心とし、ＡＢを直径とする半円周上に２点Ｃ、Ｄを
　　とり、ＯＣ　ＢＤ、∠ＤＡＢ＝24°とするとき、∠ＯＣＡの大きさを求
　　めなさい。

4-2-6

(3) 図のような、半径６㎝、中心角30°のおうぎ形ＯＡＢがある。このおうぎ
　　形ＯＡＢから三角形ＯＡＢを取り除いた部分（黒くぬられた部分）の面
    積を求めなさい。ただし、円周率はπとする。

 24°

（

C
D

A
O

B

(2) 図のように、中心角が60°のおうぎ形ＯＡＢに、半径２㎝の円が内接して
　　いる。円周率をπとして、このおうぎ形の弧ＡＢの長さを求めなさい。

A
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２
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練習問題⑦

1 次の問いに答えなさい。

(1) 図のように、ＢＣ＝８㎝、ＡＣ＝１２㎝、∠Ｃ＝90°の直角三角形ＡＢＣが
　　ある。辺ＢＣの中点Ｄ、線分ＢＤの中点Ｅとし、２点Ｄ、Ｅからそれぞれ辺Ａ
　　Ｃに平行な直線をひき、これらの直線と辺ＡＢとの交点をそれぞれＦ、Ｇとす
　　る。また、線分ＧＣと線分ＦＤとの交点をＨとする。このとき、線分ＦＨの長
　　さを求めなさい。

4-2-7

(2) 図の平行四辺形ＡＢＣＤにおいて、辺ＡＢ上にＡＥ：ＥＢ＝１：２となるよ
　　うに、点Ｅをとり、点Ｅから辺ＡＤに平行な直線をひき、辺ＣＤとの交点を
　　Ｆとする。対角線ＡＣと線分ＥＦ、線分ＢＦとの交点をそれぞれＧ、Ｈとす
　　るとき、線分ＧＨと線分ＨＣの長さの比を、最も簡単な整数の比で表わしな
　　さい。
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練習問題⑧

1 次の問いに答えなさい。

(1) x（x－３）－18を因数分解しなさい。

4-2-8

（

(2) ２次方程式 （x－６）＝５を解きなさい。

(5) 次の図において、線分ＯＡは円Ｏの半径であり、２点Ｂ、Ｃは円Ｏの周上の

　　点で、線分ＯＡと線分ＢＣは垂直である。また、点Ｄは点Ａを含まないＢＣ

　　上の点である。ＯＡ＝10㎝、∠ＡＣＢ＝34°、∠ＯＢＤ＝41°のとき、点Ａ

　　を含まないＣＤの長さを求めなさい。ただし、円周率はπとする。

1

2

(4) 　　　が自然数となるような、最も小さい自然数nの値を求めなさい。

(3) 関数 y＝－　 x  について、xの変域が、－４≦x≦３のとき、yの変域は

　　a≦y≦bである。このとき、a、bの値を求めなさい。
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練習問題⑨

1 次の問いに答えなさい。

(1) (x－３)(x－３)－10を因数分解しなさい。

4-2-9

(2) ２次方程式 （x＋５）＝７を解きなさい。

(5) 次の図のように、ＡＢ＝３㎝、ＢＣ＝４㎝の平行四辺形ＡＢＣＤがあり、辺
　　ＡＤ上に点Ｅ、辺ＢＣ上に点Ｆ、辺ＣＤ上に点ＧをそれぞれＡＥ＝ＢＦ＝Ｄ
　　Ｇ＝１㎝となるようにとる。また、線分ＥＦと線分ＡＣとの交点Ｈ、線分Ｅ
　　Ｆと線分ＢＧとの交点をＩとする。ことのき、線分ＨＩの長さを求めなさい。

1

2

(3) 次の連立方程式を解きなさい。

(4) 関数 y＝－　 x　について、xの値が２から４まで増加するときの変化の

　　割合を求めなさい。
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